
平成29年１2月９日（土） 

災害対策実動訓練を実施しました 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

軽症から重症まで30名の患者役が到着。 

傷メイクをしたりぐったりしたり、迫真の

演技！本番さながらの訓練になりました。 

震度6強の想定で災害対策本部を立ち上げ。

情報収集や指揮命令の中枢になります。 

大勢の患者を処置する場所を待合エリアに確保。 

医療物資や災害用の紙カルテを準備します。 

通常 

災害時 

トリアージ 

（重症度に基づいて治療の順番を迅速に決定すること） 


